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 資料９－１－②－18 続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料）                               
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資料９－１－②－19 

学校説明会 
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資料９－１－②－19 続き 

 

平成 24 年 11 月 6 日 

 

 

長岡技術科学大学 

出前講義・大学説明会のご案内 
 

 

  長岡技科大の出前講義・大学説明会を下記の通り実施致します。高専にい

て直接大学の先生から説明を聞くことは少ないため、大変貴重な機会となり

ます。進学希望にかかわらず就職を考えている学生も一つの知見を広げるた

めにも積極的に参加してみてください。 

 

 

記 

  来校者： 長岡技術科学大学 

      経営情報系  山田耕一先生 

  日  時： 平成 24 年 11 月 29 日（木）  ８校時目 

  場  所： ４Iの教室（７号館３階、７３１号室） 

  対象者： M・E・I・B科の４年生 

 

 

以上 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

教育改善アンケート及び授業改善アンケートから学生の意見を聴取している。聴取された結果につい

て教育改善組織が評価・分析を行い，全教員及び学生に示されている。教員自らも教員教育評価票によ

り点検・評価を行っている。学外関係者の意見は，JABEE，認証評価及び運営協議会，卒業（修了）生・

企業へのアンケート調査及び進学先との情報交換などにより聴取を行い，評価・分析を行っている。 

以上により，学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行なわれており，それらの結果をもとに教

育の状況に関する自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，適切に行われている。 

 

 

観点９－１－③： 各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織としての

システムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じられて

いるか。 

（観点に係る状況）  

 本校の教育の質の向上や改善に関する活動を，PDCA サイクルに合わせて，「P」は教務委員会（準学士

課程担当）及び専攻科委員会（専攻科課程担当），「C」は FD 委員会，「A」は評価・改善委員会が担当し

ている（資料９－１－①－４参照）。これらの委員会は，PDCA 連絡会議を開催し，連携を密にしている（資

料９－１－③－１）。 

 教務委員会，専攻科委員会等が提案した計画を教職員が実行し，学校の構成員による点検・評価は，

教員自らが実施する教員教育評価票，教員相互間で実施する授業参観研修会，学生による教育改善アン

ケート，授業改善アンケート結果を基に FD委員会が点検・評価することにより実施している。また，学

外関係者による点検・評価は，JABEE 及び認証評価，運営協議会，保護者会，保護者懇談会及び意見箱等

に寄せられる意見を基に点検・評価が行なわれている（資料９－１－③－２）。評価・改善委員会はそれ

らの点検・評価結果に基づき，教務委員会または専攻科委員会に提言している（資料９－１－③－３）。

教務委員会及び専攻科委員会ではこれらの提言に基づき教育計画等を立案する（資料９－１－③－４）。

この教育計画等は，教員会議，学科会議等を通じて全教職員に周知し実行される（資料９－１－③－５）。 
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資料９－１－③－１ 

ＰＤＣＡ連絡会議 議事録 

 

日時 ：平成２５年６月１２日（月）１７：３０－ １８：３０ 於 大会議室 

出席者：柳本教務主事，飯島専攻科長（平成２４年度ＦＤ委員長）， 

佐藤（浩）評価・改善委員長，渡部ＦＤ委員長（平成２５年度） 

書記 ：田中教務主事補 

 

議事 

 

１．平成２４年度の総括 

１－１ ＦＤ委員会（飯島ＦＤ委員長（平成２４年度））からの報告 

    平成２４年度は，学生支援をテーマに活動を行った．活動概要は以下の通りで 

ある． 

   （１）授業アンケート，授業参観についての報告があり，平成２３年度はアンケートが２点台（最高

５点満点）の教員が３名いたが，今年度は２点台はなくなり，活動の成果が表れている 

   （２）教育改善，教育目標等の認知度アンケート結果についての報告があり，学習時間が少ないこと

が明らかとなった．これについては，評価・改善委員会に報告した．また，認知度向上につい

ても，評価・改善委員会に報告した． 

   （３）研究ノートを点検したが，優劣の差が激しい．これについては，対策を検討中である． 

   （４）その他，ＦＤネットワークつばさへの参画とＦＤ合宿の参加，ＪＡＢＥＥ説明会（３年生）を

行っている． 

 

１－２ 佐藤（浩）評価・改善委員長からの報告 

    ＦＤ委員会からの報告および年度計画の達成状況に基づき、教務委員会と学生 支援センターキャ

リア支援室に対して提言を行った． 

   （１）キャリア教育への提言として，特活の時間を活用したキャリア教育実施 

   （２）教育改善への提言として，自宅学習時間の増加，オフィスアワー推進，資格試験のための授業

や補習，本校出身の退職技術者の活用，及び教育目標の周知 

 

１－３ 柳本教務委員長からの報告 

     評価・改善委員会からの提言に基づいて，キャリア教育，教育改善に対する方策を立案し，実施

した． 
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 資料９－１－③－１続き 

  

（１）キャリア教育に関しては，平成２４年度からキャリア支援室を設置しキャリア教育について検討し，

平成２５年度は，１年から３年までは特活の時間にスキルアップ異，キャリアガイダンス等を

組込み，４、５年、専攻科生は、インターンシップ前の履歴書の書き方・ビジネスマナーの講

習、面接試験の練習等を実施 

 

   （２）教育改善に関しては， 

・５０周年記念に合わせて地元庄内にいる本校 OB の退職技術者の情報提供を同窓会に依頼 

・学習取組目標を学生へ啓蒙，教育目標の周知のため、教室に掲示 

・制御情報工学科では、自学自習室を設け専攻科生の SA を週１回２時間常駐 

・オフィスアワーを含め、シラバスの内容について授業開始当初や定期試験前など、ことある

ごとに説明するよう教員会議で周知などに取り組んだ． 

 

２．平成２５年度の取り組みについて 

   （１）従来の取り組みを継続実施する 

   （２）教員教育評価票について，アンケート項目について改善点があるか，評価・改善委員会で検討

し，ＰＤＣＡサイクルを回す． 

（３）オフィスアワーの活用状況についてＰＤＣＡを回していく．研究ノート点検結果への対応を行

う（ＦＤ委員会） 

   （４）認証評価，ＪＡＢＥＥ受審結果を踏まえ，改善事項を今年度検討し，対応していく． 

 

３．その他（全員で意見交換） 

    学校の教員評価システム，及び外部評価への対応についての意見交換がなされた． 

（１）高専機構から依頼される教員の相互評価，自己評価については行っているが，鶴岡高専として

の教員評価（研究，教育，校務，その他実績）のシステムについて明確でないところがあり，し

っかり検討する必要がある． 

    （２）外部評価（運営協議会，認証評価，ＪＡＢＥＥ）から指摘された対応について，対応する窓口

を明確にして，ＰＤＣＡサイクルを回すように検討する必要がある．  

    

以上 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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資料９－１－③－２ 

 

教育活動の点検 

 

平成24年度ＦＤ委員会報告（抜粋） 

平成25年1月9日 

評価・改善委員会委員長 佐藤 浩 殿 

 

教育改善に関する学生用アンケート：集計結果と提言 

 

ＦＤ委員会委員長 飯島 政雄 

  

 全学生を対象に昨年11月に実施した標題のアンケートについて、集計結果を添付の通り

まとめました。今回の結果から、下記のような学習の実態を把握することができます。 

 ここにその課題を提言いたしますので、改善に向けての検討をよろしくお願いします。 

 

記 

 

実施期間：平成２４年１０月１８日（木）〜１１月５日（月） 
 

対象と集計：全学生を対象にクラス毎に実施し、本科と専攻科で結果を集計 
 

設問内容：授業アンケート、授業内容、学習支援、評価、自学自習、施設設備等について

の計３３問、５択式、無記名マークシート方式 

 
—————————— — ————————— — ——————————— — —————————— — —————————— 

 
 

結果に対する評価： 

【授業アンケート】 

 概ね授業アンケートを取っていることに理解を得ていると思われる。 
 

【授業内容、方法】 

 補習や補講を行っている授業は少ないが、工夫している授業もあり、満足して受講して

いる学生が多い。 
 

【学習支援】 

 資絡試験対策を望んでいる学生が多い。オフィスアワーの利用者が少ない。利用しよ 

うとしても教員不在が多いようである。習熟度別授業についての要望も結構ある。 
 

【評価】 

 学生は、評価に関して妥当と判断している。試験の答案、レポートの返却率は８割以上

である。「学修の記録」は必要ないと答えた学生が多い。授業や評価に対する不平、不満、

要望は友人・先輩に相談している割合が高い。 
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資料９－１－③－２続き 

 

【自学自習、自己点検】 

 全体的に一日当たりの学習時間が少ない。専攻科生でも半数以上が１時間以内である。

学習の中心は、実験実習のレポート作成を行っている割合が高い。ただ、専攻科生の場合

には資格試験（ＴＯＥＩＣ？）のための受験勉強もかなり行っている。本科生ではわから

ないことはほとんどが、友人・先輩に相談している。一方、専攻科生では自分で調べる方

が多い。 
 

 

【施設・設備について】 

 各施設・設備とも満足して使用しているようである。特にリフレッシュルームの満足度

が高い。授業のチャイムの縮減については、不満度が高い。 
 

【図書館】 

 図書館の利用頻度が本科生では低い。本の種類、数についてはおおむね満足している。 
 

【総合情報センター】 

 自由利用時間、ソフトウェア、ハードウェアについは、おおむね満足して使用している。

利用頻度はたまに利用する学生が多い。 

 
—————————— — ————————— — ——————————— — —————————— — —————————— 

 

提言（改善を望む点）： 

１．自宅学習時間を増やすこと 

 学習時間の少なさが目立つ。学習の時間を確保させ、いかに学力向上につなげていくか

が大きな課題である。学生個人の自主性に任せるだけでは解決困難である。予習・復習を

しなければならないような環境づくりやグループワーク・ＳＡ・ＴＡなどの体制づくりも

必要である。 
 

２．オフィスアワーを推進すること 

 平成２１年度実施の学生アンケート結果と比較して、注目すべきところは学習支援であ

る。前回は、オフィスアワーを必要とする学生が多かったが、今回はオフィスアワーを必

要としない学生が増加している。学習支援のひとつとしてその周知を徹底することである。 
 

３．資格試験のための授業を増やすこと 

 資格試験のための授業を平成２１年度から強く要望しているがそれが改普されていな

い。本校では資格取得を推進している。英語関係だけでなく、各科の専門に応じた資格試

験のための授業や補習を検討すべきである。 

 

 以上 
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資料９－１－③－２続き 

 

平成 25 年 4 月 17 日 

評価改善委員会委員各位 

           評価改善委員会（メール審議） 

                     評価改善委員会委員長 佐藤 浩 

 

 平成 24 年度 FD 委員会委員長 飯島政雄 先生から次のような提言がありました。 

この提言について佐藤浩までメールで意見をお寄せください。返事がない場合は 

この提言に賛同いただいたものと判断します。 

 

【提言】 

 本科および専攻科学生に対して教育目標等の周知を図るため、次のような方策を 

検討していただきたい。 

（１）「校訓」、「育成する人材総」、「基本教育目標」、および「学習・教育到 

  達目標」をクラスに掲示すること。掲示物の例を添付します。 

（２）学生便覧やシラバスを用いて、これらの教育目標等を始業時や各種オリエン 

  テーションの際に担任が説明すること。 

                                   以上 

 

---------------------------------------- 

佐藤 浩  SATO Hiroshi 

鶴岡工業高等専門学校 総合科学科 

997-8511 山形県鶴岡市井岡字沢田 104 

Tel:0235-25-9244（直通） 

Fax:0235-24-1840（庶務課） 

E-mail:hsato@tsuruoka-nct.ac.jp 

---------------------------------------- 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 
 

 

 

 

 

 

 

mailto:E-mail:hsato@tsuruoka-nct.ac.jp
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資料９－１－③－３ 

 

教育活動の評価・改善 

 

平成24年度評価・改善委員会報告（抜粋） 

 
平成 25年 2 月 13 日 

教務委員会委員長 柳本 憲作 殿 

 

教育改善に関する提言 

 

評価・改善委員会委員長 佐藤 浩 

 

教育改善について次の３つのことを提言します。 

 

１．自宅学習時間を増やすこと 

  学習時間の少なさが目立つ。学習の時間を確保させ、いかに学力向上につなげていくかが大

きな課題である。学生個人の自主性に任せるだけでは解決困難である。予習・復習をしなけれ

ばならないような環境づくりやグループワーク・ＳＡ・ＴＡなどの体制づくりも必要である。 

 

２．オフィスアワーを推進すること 

  平成２１年度実施の学生アンケート結果と比較して、注目すべきところは学習支援である。

前回は、オフィスアワーを必要とする学生が多かったが、今回はオフィスアワーを必要としな

い学生が増加している。学習支援のひとつとしてその周知を徹底することである。 

 

３．資格試験のための授業を増やすこと 

  資格試験のための授業を平成２１年度から強く要望しているがそれが改普されていない。本

校では資格取得を推進している。英語関係だけでなく、各科の専門に応じた資格試験のための

授業や補習を検討すべきである。 

 

以上 
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資料９－１－③－３続き 

 

平成２５年４月１２日 

 

教務委員会委員長 柳本憲作 殿 

 

教育改善に関する提言 

 

評価・改善委員会委員長 佐藤 浩 

 

教育改善について次のことを提言します。 

 

◎本校同窓会と協力して、本校出身退職技術者のデータベース化を行うこと 

 企業の退職技術者など、知識・技術をもった意欲ある人材を活用した教育体制を構築し、特色

ある授業を展開すべきである。 

 

以上 
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資料９－１－③－３続き 

 

 

平成２５年４月２５日 

教務委員会委員長 柳本憲作 殿 

 

教育改善に関する提言 

 

評価・改善委員会委員長 佐藤 浩 

 

教育改善について次のことを提言します。 

 

【提言】 

 本科および専攻科学生に対して教育目標等の周知を図るため、次のような方策を 

検討していただきたい。 

（１）「校訓」、「育成する人材総」、「基本教育目標」、および「学習・教育到 

  達目標」をクラスに掲示すること。掲示物の例を添付します。 

（２）学生便覧やシラバスを用いて、これらの教育目標等を始業時や各種オリエン 

  テーションの際に担任が説明すること。 

                                   以上 
 

（出典：評価・改善委員会資料） 
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資料９－１－③－４ 

 

教育計画の見直し 

 

平成２５年度第２回入学試験委員会及び第３回教務委員会議事概要（抜粋） 

 

日時 平成２５年 ４月２４日（水） 

１６：００～１８：１５ 

場所 大会議室 

 

出席者 【入学試験委員会】栁本委員長、佐藤（浩）、本間（浩）、飯島、窪田、本橋、佐藤（秀）、

吉住、瀬川、神田の各委員、学生課長 

【教務委員会】栁本委員長、窪田、本橋、佐藤（秀）、吉住、瀬川、田中、神田の各委員、

学生課長 

欠席者 【入学試験委員会】宍戸委員、事務部長 

【教務委員会】宍戸委員、南委員 

 

議 題 

１） 教育改善に関する提言への対応について （教務）              

委員長から、前回教務委員会に評価改善委員会からの教育改善に関する提言（資料６-１）

があり、その内容について各学科の現状をお知らせいただいていた旨発言の後、各学科長から

現状や今後の予定も含め、資料６-２に基づいて説明があった。委員から、提言内容である自

宅学習時間の増加、オフィスアワーの推進、資格試験に関する授業の増加に関して種々意見交

換がなされた。 

また、資料６-３に基づき、退職した本校ＯＢのデータベース化について委員長から説明が

あり、黒田委員より補足説明があった。その後委員から庄内地区で退職した本校ＯＢに限定し

て同窓会にデータ作成を依頼してはどうかとの発言があった。 

 

２） 「教育目標等の認知度に関するアンケート」の結果と提言への対応について（教務） 

委員長から資料７に基づいて説明があり、評価改善委員会からの提言を受けて、校訓や基

本教育目標を各クラスに掲示したい旨発言があり、了承された。また、神田委員よりキャリア

教育の中のスキルアップ講座でも説明を行っていきたい旨発言があった。 

 

 

 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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資料９－１－③－５ 

 

教育改善の例（学習取組目標，基本教育目標他の掲示） 

 

2013年度 学習取組目標

毎日の学習を習慣づけよう

一日２時間以上の復習に挑戦する

オフィスアワーを利用し、質問しよう
授業で分からなかったことをそのままにしない

TOEICや資格試験にチャレンジしよう

自身のスキルアップのために目標をたてる

鶴岡高専 教務委員会
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準９ 

- 609 - 

資料９－１－③－５続き 

 

 

 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学校の構成員及び学外関係者による意見を基に，教育活動の点検・評価を行う組織として FD 委員会，

教育活動の評価・改善対策を行う組織として評価・改善委員会，教育の計画を策定する組織として教務

委員会及び専攻科委員会が整備されている。これらの組織が役割を分担し合って各種評価の結果を教育

の質の向上，改善に結びつけている。 

以上により，各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織としてのシステ

ムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じられている。 

 

 

観点９－１－④：  個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の改善を行っているか。また，個々の教員の改善活動

状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況）  

 個々の教員（非常勤講師を含む）は学生の要望，学生の授業改善アンケート，授業参観研修会及び教

員教育評価票により自己点検評価を実施し，授業内容の改善を行っている（資料９－１－②－５，８，

10参照）。FD委員会は授業改善アンケート結果（資料９－１－②－６参照），授業参観研修会議事録（資

料９－１－②－11参照）及び教員教育評価票の結果（資料９－１－②－９参照）を点検・評価し，教員

及び評価・改善委員会に報告している。点検・評価結果はいずれにおいても良好である。 

授業改善の例として以下が上げられる。  

授業「医療福祉機器工学」では，受講者が毎年100名程度と多く，受講者の士気低下が想定されるため，

QC活動７つ道具，介護福祉の課題等に関する演習や障がい者や妊婦などの疑似体験セット等を教材とし

て利用するなど集中力が途切れないかたちに工夫している（資料９－１－④－１）。 

授業「情報処理」では，学生自身のプログラミング能力評価の要望があったため，学生22名が「マイ

クロソフト・国立高専機構IT共同教育プロジェクトアプリ開発コンテスト」に22作品を応募し，「学校

賞」を受賞した（資料９－１－④－２）。 

総合科学教員（担任），機械工学科教員及び専攻科生が連携して，低学年生に「学科連携で取り組む

高専低学年向けキャリア教育」を実施したところ学生の機械工学に対するモチベーションが向上した（資

料９－１－④－３）。 
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資料９－１－④－１ 

 

教授技術の改善例１ 

 

平成 24 年度 授業参観研修会報告書 

被 参 観 者 氏名  宍戸道明 （制御情報工学科） 

         
研修会参加者の意見等 

 参観した先生（学科２名，他学科４名，合計６名）から，参観コメントがあった． 

それらを要約して以下に記す． 

 

【良かった点】 

・スライドと配布資料をうまく組み合わせて授業をしている． 

・疑似体験等を取り入れ，聞き手を飽きさせない授業をしている． 

・大人数を集中させている．学生とのコミュニケーションがとれている． 

 

【気付いた点】 

・スライドの字が小さい気がした． 

・一枚のスライドに情報量が多い場合，ノートを取る時間が短い気がした． 

・（出席を取るために配布している）質問カードは評価に入れているのか？ 

・保健体育的な話で，喫煙やドラッグの弊害も教えてはどうか． 

授業担当者のコメント・今後の対応等 

  

教鞭を執る諸先輩教員の方々から様々なお褒めの言葉を頂いた． 

また，様々な有益な指摘を頂いた．とくに気付いた点として他教員から頂いた 

コメントに対しては，以下のような回答をした． 

 

・スライドの文字の大きさは重要度によって使い分けていたつもりであるが，今後 

再検討したい． 

・質問カードは評価の対象外である．しかし質問項目を期末試験に採り上げている． 

・授業の準備はＳＡの制度を利用して行っている． 

・喫煙やドラッグは，前半（医療）の際に少々採り上げた．しかし今後はその辺の 

さらなる効果的なアナウンスをしたい． 

 

今後はこれらを踏まえ，さらに受講学生にとって充実した内容にビルドアップを 

図ってゆきたい． 
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資料９－１－④－１続き 

 

QC活動７つ道具（介護福祉特性要因図） 

 

2009-0６-１5 

医用福祉機器工学（9） 宍戸 

―介護と福祉業界の現状と課題― 

健康は全ての国民の願いであり、一人ひとりが充実した日常生活を過ごし、豊かな人生を送るた 

めの基本条件であり、また社会の活力を高め発展を支えるためにも不可欠である。 

近年、がん、心臓病、脳卒中などの生活習慣病が死亡原因の多くを占めるようになるとともに、 

高齢化の進展により、介護を要する高齢者や痴呆性老人が増加し、病気の早期発見、早期治療だけで 

なく病気を予防するための生活習慣の改善と、豊かな人生を送るために健康の保持・増進を図ること 

が重要課題となった。 

健康は元来、個々人が主体的に取り組むべき課題であるが、自分の意志だけで生活習慣を変えるこ 

とが難しいことも事実である。このような状況の中で、栄養・運動・休養等の生活習慣から見た個々 

人の健康づくりを社会全体としても支援する体制を強化していくことが求められている。 

このため、次世代を担う乳幼児、少年及び青年の健全な成長を支えるとともに、病気にならないよう 

な生活習慣を持つことを中心とした対策を全世代を通じて推進し、さらに身体的健康のみならず、こ 

ころの健康の保持・増進を図ることにより、生活の質の向上と健康長寿の実現をめざす総合的な健康 

づくり計画の策定の必要性が唱えられるようになった。 

 

介護福祉特性要因図 
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 資料９－１－④－１続き 

 

（出典：QC活動の７つ道具より） 
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資料９－１－④－２ 

 

教授技術の改善例２ 
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資料９－１－④－２続き 

 

（出典：マイクロソフト・国立高専機構IT共同教育プロジェクトアプリ開発コンテスト資料） 
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資料９－１－④－３ 

 

教授技術の改善例３ 

 

平成２３年度 授業参観研修会議事録（総合科学科）（抜粋） 

     平成 23 年 11 月 14 日（火）  15:50 ～ 17:10  会場：大会議室 

 

出席者（学科参加者） 鈴木、岡崎、大河内、上松、吉木、田辺、山田、阿部、茨木、 

主浜、田阪、上條、澤（司会者）、畑江(記録者) 

    （他学科）  宍戸 

 

【研修内容】 

 

１．参観授業 

大河内（特活授業担当者）：キャリア教育を学ぶため、そのプロジェクトに参画するために人事交流

のシステムを利用して香川高専に行ってきた。香川高専では年間 10 回を 1年から 3年の特活でやって

単位化している。香川高専で作成した『私の転機』というテキストを国語表現の時間で利用した。自

身の担任する１Ｍのクラスでは担任特活の時間 1 時間で他者や社会とのつながりを学び、M 科の教員

による専門と職業についての講話時間を設けた。学生に自己理解をさせるためには、他者の関与が必

要。『私の転機』を読んで感動したこと、友達のプレゼンを聞いて気付いたこと、そこから「サンキ

ューカード」を書かせた。１Ｅの参観授業で実施したキャリア教育に関するアンケート結果、「興味

があり良かったと思う」が 52.5%であった。低学年ではなく、高学年で実施してもいいのではという

意見があったが、この資料は 15 歳がテーマなので低学年でよかったと思う。 
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資料９－１－④－３続き 
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資料９－１－④－３続き 

 

（出典：国立高等専門学校機構主催平成24年度女性研究者研究交流会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 個々の教員は，学生による評価，教員相互の評価，教員自身の評価等に基づいて，教育活動改善のた

めの方策を重ねてきており，授業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っている。また，教育改善

に係る組織が個々の教員の改善活動状況を把握している。 

以上により、個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授業内容，

教材，教授技術等の改善を行っている。また，個々の教員の改善活動状況を，学校として把握している。 

 

 

観点９－１－⑤： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では基本教育目標に「創造力に富んだ技術者」を養成し，「実際の問題に応用できる能力」を培う

ことをあげている。その立場から，各教員の専門分野における研究の成果を卒業研究，専攻科研究，関

連分野の講義，実験・実習に有効に活用している。 

教育活動の改善に研究成果を適用した例としては， 高等専門学校におけるMoodleによるeラーニング

英語教材の開発を行い，Moodleを用いてTOEIC対策や映画を活用した授業を実施し，英語の理解度が高ま

った（資料９－１－⑤－１）。 

指導教員の研究テーマの一つであるVLSI評価回路に関する研究を卒研テーマとし，外部の研究者との

研究討論により研究内容が改善され，コミュニケーション能力の重要さを認識させた（資料９－１－⑤

－２）。 

専攻科講義「日本学特論」で，既発表の論文の要素を盛り込んだレジュメを学生に配布することで，

日本の歴史認識が高まった（資料９－１－⑤－３）。 

指導教員の「インターネット技術に関する研究」を専攻科生にサポートをさせて学会投稿論文（最優

秀論文賞JC-SAT Awardを受賞）を執筆させるなど，指導教員が，最先端技術を社会に送り出すことで学

生の向上心を高めている（資料９－１－⑤－４）。 

 指導教員の「脳波とバイタルセンシングに関する研究」では，研究過程で得られる医療計測と工業計

測の違い及び難しさについて，研究の取組例を交え，授業（５年共通：医療福祉機器工学）へ役立てて

いる（資料９－１－⑤－５）。 

 指導教員の研究テーマ「漬物に含まれるナトリウムが体内時計に与える影響」を卒研テーマとして利

用しており，教員の研究活動を通して学生の教育・研究に関する認識を深め教育改善に寄与している（資

料９－１－⑤－６）。 

 準学士課程，専攻科課程学生は，研究活動を通じて専門知識，コミュニケーション能力及び論理的思

考能力などを向上させ，研究成果を学会で発表している（資料９－１－⑤－７）。 
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資料９－１－⑤－１ 

 

研究成果の授業への応用例１ 

 

高等専門学校における Moodle による 

e ラーニング英語教材の開発とその学習効果 

 

 

主濱 祐二 

鶴岡工業高等専門学校 

 

 

要旨 

 

本研究は、筆者の勤務する高等専門学校で平成 21年度後期に実践した Moodle による自作 eラーニン

グ教材を使用した英語の授業の学習効果を検証し、受講学生の意欲や学習頻度などの変化を調査したも

のである。前期の一斉授業の反省を出発点に、学生の英語学習のニーズや関心を事前に調査し、それを

教材の内容に反映させ、また各自の英語力に合わせてコースを選択できる eラーニングコースを開発し

た。本実践の主な成果は、次の３つである。①受講学生全体のリスニング及びリーディングの力を総合

的に高めることができ、特にリーディングの力が著しい伸びを示した。②小テストと課題の提出を成績

評価の対象とすることで、授業以外での学習を促すことができた。③受講学生の英語力やニーズなどに

対応した教材・コース作りを通して、授業に対する満足度を高めることができた。 

 

 

１．はじめに 

 

高等専門学校は、将来国内外で活躍する技術者を育成する５年制の高等教育機関である。学生は専門

科目の講義、実験、卒業研究等で多くの課題が与えられている上に、ある程度の水準の英語力を身につ

けることも要求されている。筆者の勤務校では、学生の英語力を測定する一つの指標として、４年生全

員に TOEIC-IP テストの受験を義務付けている。また、専攻科（４年制大学の３・４学年に相当）では、

日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定基準に基づき、TOEIC 400 点を卒業条件の一つとしている。 

 

（出典：東北英語教育学会研究紀要 (30) 193-206  2010 年  [査読有り]） 
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資料９－１－⑤－２ 

研究成果の授業への応用例２ 

 

（出典：International Symposium on Technology for Sustainability 2012資料） 
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資料９－１－⑤－３ 

研究成果の授業への応用例３ 

 

平安京における貧民救済 

 

１．平安京への人口流入 

 

 都城規模 推定人口 

藤原京 

694～710 

 

5.3km（10 里）四方 

約 25 ㎢ 

 

A 説：10,000～30,000 人 

B 説：30,000～50,000 人 

C 説：50,000～60,000 人 

平城京 

710～784 

 

東西約 4.3km，南北約 4.7km 

+外京（東西約 1.6km，南北約

2.1km） 

約 24 ㎢ 

A 説：74,000～100,000 人 

C 説：95,000～174,000 人 

 

平安京 

794～ 

 

東西約 4.5km，南北約 5.2km 

約 23 ㎢ 

 

D 説：100,000～150,000 人（9C） 

E 説：120,000～130,000 人（9C） 

D 説：170,000～200,000 人（10C） 

              研究者による都人口の推算 

 

「勅、
と ひ

都鄙の民、
ぶ や く

賦役同じからず。
じ ょ ふ

除附之事、損益
す で

已に異る。今聞ならく、外民
きょうかん

挟姧して、

競て京畿に
か ん

貫す…と。」 

                                   （『
るいじゆうこくし

類聚国史』延
（ 8 0 0 ）

暦十九年十一月
（2 6日）

庚申条） 

 

「藤原高年、
あざな

字は小藤太。近江国甲可郡に
す ま

住ひ、時々
きょうへん

京辺に
きたり

来て犯を
な

成す」 

                     （『
しようゆうき

小右記』
（ 1 0 2 8 ）

長元元年九月八日条） 

 

「
いまはむかし

今 昔、摂津ﾉ国辺ﾖﾘ盗ｾﾑｶﾞ
た め

為ﾆ京ﾆ
のぼり

上 ｹﾙ男ﾉ、日ﾉ未ﾀﾞ
あ か

明ｶﾘｹﾚﾊﾞ、羅城門ﾉ
も と

下ﾆ
た ち か く

立隠ﾚﾃ
た

立ﾃﾘｹ

ﾙﾆ（後略）」 

  （『今昔物語集』巻二十九第十八 羅城門の上層に登て死人を
み た

見る
ぬ す び と

盗人の
こ と

語） 

 

「むかし、大太郎とて、いみじき盗人の大将軍ありけり。それが京へのぼりて、物とりぬ

べき所あらば入りて物とらんと思て、うかがひ歩きける程に（後 略）」 

                 （『
う じ し ゆ う い も の が た り

宇治拾遺物語』三三 大太郎
ぬ す び と

盗人の事） 

 

（出典：山田充昭「九・十世紀の貧民救済」（橋本政良編『環境歴史学の風景』2010岩田書店刊、所収） 
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資料９－１－⑤－４ 

 

研究成果の授業への応用例４ 

 

（出典：社団法人 電子情報通信学会） 
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資料９－１－⑤－５ 

 

研究成果の授業への応用例５ 

 

脳波とバイタルセンシングに関する研究 

 

（出典：第 16 回高専シンポジウム in 米子講演予稿集, p.36 （2011 年 1 月, 米子）） 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準９ 

- 625 - 

資料９－１－⑤－６ 

 

研究成果の授業への応用例６ 

 

平成２４年度卒業研究 参考文献リスト 

物質工学科 平尾彰子 

漬物に含まれるナトリウムが体内時計に与える影響 

＜参考文献＞  

１）Effects of medial hypothalamic lesions on feeding-induced entrainment of locomotor activity and 

liver Per2 expression in Per2::luc mice. 

Tahara Y, Hirao A, Moriya T, Kudo T, Shibata S. 

J Biol Rhythms. 2010 Feb;25(1):9-18. doi: 10.1177/0748730409352782. 

 

講演者番号 24 番 食品科学研究室 

漬物に含まれるナトリウムが体内時計に与える影響 

柴田 かほり 

《背景・目的》 

日本人は長くに渡り漬物を食べ続けてきた。充分な栄養を摂取することが難しかった頃は、塩漬けにした野

菜が保存食として重宝された。また同じ保存食としても、より美味しいものを、という考えから様々な種類

の漬物が誕生した。しかし今日、食塩過多・食事の欧米化などの理由で漬物は食卓から消えようとしている。

本実験は、現在食卓から消えようとしている漬物をより世に広めるため、時間栄養学の観点から漬物を摂取

することの有用性の解明を目的とする。 

《実験①》 

6 週齢のオスのＩＣＲマウスに、6時間絶食後、ZT6 にあさづけ、からし漬け、キムチの素を塩分濃度１％に

なるよう水に溶かしたものと、水をそれぞれ 1mL 経口投与した。2 時間後に肝臓をサンプリングし、リアル

タイムＲＴ－ＰＣＲで時計遺伝子Ｐｅｒ１，Ｐｅｒ２，Ｄｅｃ１の発現量を測定した。 

《実験①結果》 

リアルタイムＲＴ－ＰＣＲの結果、コントロールに比べてあさづけ、からし漬け、キムチで時計遺伝子の発

現量が増加する傾向があった。特にあさづけの増加が大きかった。 

《実験②》 

あさづけの効果が大きかったことから、あさづけの効果は食塩によるものだと考え、食塩のみの溶液を与え

て比較した。あさづけと食塩のみの溶液で実験①と同様の作業をした。 

（出典：平成 24 年度鶴岡高専主催 卒業研究発表会予稿集） 
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資料９－１－⑤－７ 

 

研究成果の授業への応用例７ 

学生研究発表報告一覧（抜粋） 

     

2013/1/29

現在 

      

発表年月日 発表者 

学

年・

学科 

発表題目 学会名等 場所 

2012/9/15 
 

2CB Ni-Pd-P 電析膜の作製とその性質 
平成 24 年度化学系学協会東

北大会 

秋田大学手形キャ

ンパス 

2013/1/26 
 

2ME 
電磁石の周辺磁界と鳥害防止機構へ

の応用の検討 

第１８回高専シンポジウム 

in 仙台 

仙台高専名取キャ

ンパス 

2013/1/26 
 

1ME 
マイクロバブルの移動度測定と表面

電位の検討 

第１８回高専シンポジウム 

in 仙台 

仙台高専名取キャ

ンパス 

2012/8/9 
 

1CB 
高容量キャパシタ用の新規多価電解

質塩の合成とその評価 

第 43 回繊維学会夏季セミナ

ー 
奈良県新公会堂 

2012/11/22 
 

1CB 

Capacitor performance of newly 

designed multiple-ammonium type 

electrolytes 

ISTS2012(International 

Symposium on Technology for 

Sustainability) 

Swissotel Le 

Concorde, 

Bangkok, Thailand 

2012/3/11 
 

5I 

KinectKinectKinect KinectKinectセ

ンサを用いた非接触体積計測ツール

の開発 

東北学生会第 43 回学生員卒

業研究発表会 

一関工業高等専門

学校 

2012/3/11 
 

5I 
AR 技術 を用いた直感的教育ツール

の開発 

東北学生会第 43 回学生員卒

業研究発表会 

一関工業高等専門

学校 

2012/3/11 
 

5I 
ピン接合のみを用いた組立構造のデ

ータ表現検討 

東北学生会第 43 回学生員卒

業研究発表会 

一関工業高等専門

学校 

2012/3/11 
 

5I 
iPhone を用いた災害状況収集ツー

ルの開発 

東北学生会第 43 回学生員卒

業研究発表会 

一関工業高等専門

学校 

2012/3/11 
 

5I 

ピン接合のみを用いた組立構造模型

ための 

折畳機構の検討 

東北学生会第 43 回学生員卒

業研究発表会 

一関工業高等専門

学校 

2012/8/9 
 

5E 
カーボンナノバルーンの電磁波吸収

特性に関する研究 

豊橋技術科学大学平成 23 年

度分高専連携教育研究プロジ

ェクト学生成果発表会 

豊橋技術科学大学 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 専門科目一般科目を問わず，本校教員の研究成果は教育活動に還元されている。教員と協力して研究

活動を行う卒業研究，専攻科研究で，学生の研究・発表能力が向上し，多くの成果があがっている。 

以上により，研究活動が教育の質の改善に寄与している。 

 

 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法で実施され，組織として教育の

質の向上や授業の改善に結び付いているか。 

（観点に係る状況）  

 教育上の任務と工夫，授業の改善と工夫等に関するファカルティ・ディベロップメント（FD活動）の

中心はFD委員会であり，多くのFD活動の実施と取りまとめにあたっている(資料９－１－①－５参照)。 

 具体的なFD活動例として，以下のものがあげられる。 

全教員の参加による授業参観を実施している。その際授業改善アンケート上位の教員に公開授業を依

頼し，教員の授業改善に活用している(資料９－２－①－１～２)。各教員は参観した授業について授業

参観報告書を提出し，学科毎に授業参観研修会を開き授業の改善を図っている(資料９－１－②－11参

照)。 

 学生による授業改善アンケート及び教育改善アンケートを実施し，その結果を教職員に報告し，教育 

改善に利用している (資料９－１－②－１～７参照)。 

教員の教育能力向上のために，外部講師による講演会を実施している（資料９－２－①－３）。聴講し

た教職員によるアンケートの結果，特別支援教育に対する理解度が深まるなど，幅広い知識を得ている

（資料９－２－①－４）。 

 学生委員会が教員に対し学生生活指導などに関する研修会を実施し，健全な学生生活のための学生指 

導内容を伝授している (資料９－２－①－５)。 

新任教員に対して，FD活動，本校の教育方針，組織及び校則などの理解・認識を深めてもらうため，

高等専門学校新任教員研修会への派遣，副校長による教員ガイダンスを行っている (資料９－２－①－

６～７)。 

高専間の教員交流を実施しており，また内地研究員や在外研究員として希望する教員を派遣し，その

成果は教育の質の向上に結びついている(資料９－２－①－８)。 

上記のFD活動により，学生の授業理解度等は高い水準にあり，年々わずかではあるが改善の傾向にあ

る(資料９－２－①－９)。 
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資料９－２－①－１  

 

授業参観の案内 

 

 

教員 各位 

                           教務主事、FD 委員会より 

 

授業参観へのご協力のお願いとスケジュールカレンダー 

 

すでにご案内の通り、今週から来月中旬まで授業参観を実施しています。 

教務主事からの依頼にもありましたように、積極的な授業参観、特に 

教員間連携に関わる他学科への参観をお願いいたします。 

＊ 

参観の予定表を「数学-物理-専門科目の関連」「授業アンケート高評価 

教員」「新任・初回の教員」の 3つに分類したスケジュールにしました。 

また、一目でわかるようにカレンダーにもしてみました。 

添付ファイルをご覧いただき、参観の計画にお役立てください。 

＊ 

すでに実施済みのものもあり、対応が遅れたことを陳謝いたします。 

以上 

 

添付ファイル：分類スケジュール、参観カレンダー 

問い合わせ先：各科の FD 委員（岡崎、矢吹、加藤、西山、飯島） 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料９－２－②－２ 

 

公開授業担当者リスト 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 

 

H24授業参観　分類スケジュール

数学、物理と、これに関係の深い専門科目
総合科学科 佐藤　浩 11/19(月） 1 1Ｅ 数学Ⅰ

11/21(水） 1 1Ｅ 数学Ⅰ
電気電子工学科 吉木　宏之 11/26(月） 3 4Ｅ　 応用物理

12/　3(月） 3 4Ｅ　 応用物理
12/10(月） 5 2Ｅ 物理
12/13(木） 6 2Ｅ 物理

機械工学科 小野寺　良二 11/22(木） 3.4 5Ｍ 制御工学
11/26(月） 3.4 3Ｍ 材料力学Ⅰ

制御情報工学科 安齋　弘樹 12/　4(火） 1.2 3Ｉ 電気工学 テスト返却含む
12/11(火） 1.2 3Ｉ 電気工学

物質工学科 三上　貴司 11/21(水） 1 3Ｂ 化学工学 移動速度論
11/22(木） 6 3Ｂ 化学工学 流体の性質
12/　5(水） 1 3Ｂ 化学工学 配管の知識

授業アンケートの評価の高い科目の先生
総合科学科 窪田　眞治 11/21(水） 1 5Ｂ ドイツ語

11/21(水） 2 5Ｍ ドイツ語

機械工学科 矢吹　益久 11/26(月） 1 4M 熱力学
12/　3(月） 1 4M 熱力学

電気電子工学科 宝賀　剛 12/　3(月） 3 2E プログラミング演習 試験返却解答
12/10(月） 3 2E プログラミング演習

制御情報工学科 宍戸　道明 11/21(水） 5.6 5共 医療福祉機器工学
11/28(水） 5.6 5共 医療福祉機器工学

物質工学科 佐藤　司 11/19(月） 1 4B 材料化学 高分子(合成・性質）
11/26(月） 1 4B 材料化学 高分子(合成・性質）
12/ 7(金） 2 1Ｂ 基礎化学演習 酸と塩基
12/10(月） 1 4B 材料化学 高分子(構造）
12/ 14(金） 1 1Ｂ 基礎化学演習 酸と塩基

新しく着任された先生・初回の先生
総合科学科 長谷川　陽子 12/　6(木） 1 3B 政治経済 TPP

2 3I 政治経済 TPP
12/10(月） 3 3I 政治経済 リーマンショック

5 3Ｂ 政治経済 リーマンショック
物質工学科 平尾　彰子 12/10(月） 5 2B 工業化学特論Ⅰ

12/12(水） 1.2 4B 生物基礎
12/14(金） 1.2 専 ゲノム工学

総合科学科 比留間　浩介 12/　3(月） 5.6 3Ｉ 保健体育
12/　4(火） 6.7 3E 保健体育

総合科学科 徳永　慎太郎 11/19(月） 1 1Ｍ 英語Ⅱ
6 1Ｅ 英語Ⅱ

12/13(木） 1 1Ｅ 英語Ⅱ
3 1Ｍ 英語Ⅱ

期間中　他の参観可能
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資料９－２－①－３ 

 

外部講師による講演会実施 

 

教員および関係職員 各位 

 

       教務主事、FD委員会、学生支援センターより 

 

本校の教育向上と学生支援を推進するため、FD委員会では学生支援センターとの共催で「特別支援教育」に

関する講演会を次のように企画しました。 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

H24年度FD講演会 

日 時：平成２４年９月24日（月）13：30から（講演90分と意見交換30分） 

テーマ：「高専における特別支援教育とはどうあるべきか？」 

講 師：釧路高専学生支援コーディネーター 松崎俊明 先生 

場 所：大会議室 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

この分野で顕著な活躍をされている釧路高専の先生をお招きし、 

特別支援のノウハウや実践例等をご講演していただきます。 

＊ 

前期末試験の初日で、授業はありません。 

是非、多数のご参加をお願いいたします。 

 

H24.10.16 FD 委員会 

 

 

 （出典：FD委員会資料） 
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資料９－２－①－４ 

 

平成24年度FD講演会アンケート結果 

 

日時：平成24 年9 月24 日（月）13：30〜15：30 

題目：「高専における特別支援教育とはどうあるべきか？」 

講演者：松崎俊明先生（釧路高専学生支援コーディネーター） 

参加者：43 名（教員38 名、職員5 名） 

アンケート回答者：34 名 

 

【具体的記述内容（ ”／ ” は重複回答数）】 

 

（1-3）特別支援の教育というものに対する認識は変わりましたか？ 

・障害を持った子供への理解 

・言葉の定義が明確になり、状況が見えやすくなった 

・情報を共有し、学生に寄り添って、適切な配慮を持って長く付き合って行くこと 

・情報を事前に知っていると対応が変わる 

・学生への対応 

 

（1-4）本校での特別支援教育は必要と感じましたか？ 

・情報共有 ／／／ 

・障害について基本的なことを知っておくこと 

・情報共有すべ学生の抽出と情報の共通認識の徹底 

・確定診断外の学生をどうするのか。いつまでも担任丸かかえでよいのか 

・支援についての学習会をやって、支援の精神が常に心にあるような雰囲気に 

・入学前調書の書式を再考すること 

・現在、取り組み途上で大変参考になった 

・教育上の配慮 

・規則はあるが組織的に動いていない 

・チームでの対応 

・法律的な面 

 

（1-5）釧路高専の取り組みで最も興味深かった事柄は何ですか。 

・情報共有の仕組み ／／／ 

・提出物予告板とその当番係 ／／ 

・コーディネーターが頑張っている ／／ 

・情報共有、看護師への情報集中、コーディネーターのFree 

・組織として整備するのではなく、顔の見える人として対応する方向性 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準９ 

- 632 - 

資料９－２－①－４続き 

・担任以外の教職員が複数で学生に対応すること 

・専門に動ける先生がいること 

・人間形成のためのスキル 

 

（1-6）本校でも取り入れたいと思った釧路高専での事柄は何ですか。 

・提出物予告表 ／／ 

・情報共有の仕組み ／／ 

・コーディネーター役の人材 

・情報共有の徹底による教職員間の学生理解への取り組み 

・ある程度の時点で、学生を見切るということ 

・看護専門の方による学生の情報管理 

・親御さんに対して２人で対応すること 

・発達障害の調査書の導入 

・薬の導入 

 

（1-9）今後、実施して欲しい講演会がありましたらお書き下さい。 

・教員のあり方、生徒との距離感や現代生徒事情 

・高専の教員業務の上手なおくり方 

・問題を抱えた学生への進路支援方法 

・就職における発達障害学生への支援 

 

（1-10）今回の講演会に対するご意見や感想がありましたらお書きください。 

・有意義で勉強になった 

・プロジェクターの光量不足で見にくかった 

・特別教育（入学者）への対応事例 

・熱心な指導事例の報告が大変良かった 

・熱心な講演に感謝 

 

【まとめ】 

今回の講演会のテーマは適切であり、内容も良く理解していただけた。今後の整備-充実が望ま 

れる“特別支援教育”への関心は高く、その認識向上に役立つことができた。 

先進する釧路高専での取り組み事例は非常に参考になった。特に「情報の共有」が重要と考えら 

れ、本校でも早急に取り組むべき課題と思われる。 

講演時間の90 分は「長い」との回答が多く、60 分程度が妥当なところであろうか。その代わり 

に、質疑応答や意見交換の時間をもう少し長くするのもよいであろう。 

以上 

（出典：FD 委員会資料） 
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学生指導研修会の案内 

 

教員 各位 

 

学生主事の江口です。 

本年度の「学生指導研修会」を以下の通り開催することになりましたので、多くの先生方のご出席をお願い

します。 

特に、最近着任された先生方や担任・指導教員の先生方には是非出席いただければ幸いです。 

 

 ・日時：平成２４年９月２７日（木） １５：００～１６：３０ 

 ・場所：大会議室 

 ・テーマ：学生生活指導について 

    ・学生生活指導内容の説明（当日は「学生生活指導の手引き」を持参下さい） 担当：江口 

    ・外部指導研修会の報告 担当：五十嵐先生（学生主事補） 

 

以上ですので、どうぞ宜しくお願いします。 

 

（出典：学生委員会資料） 
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平成２４年度高等専門学校新任教員研修会 参加者名簿（抜粋） 

通し

番

号 

高専名 氏名 
氏名 

（ふりがな） 
性別 所属学科等 職名 

12 旭川 
  

男 一般理数科 講師 

13 旭川 
  

男 物質化学工学科 助教 

14 旭川 
  

男 機械システム工学科 助教 

15 八戸 
  

男 機械工学科 助教 

16 一関 
  

男 機械工学科 教授 

17 一関 
  

男 物質化学工学科 助教 

18 仙台 
  

男 情報ネットワーク工学科 教授 

19 仙台 
  

男 機械システム工学科 准教授 

20 仙台 
  

男 
地域人材開発本部 CO-OP

教育センター 
准教授 

21 仙台 
  

男 専攻科 准教授 

22 仙台 
  

男 建築デザイン学科 准教授 

23 秋田 
  

男 機械工学科 教授 

24 秋田 
  

男 機械工学科 教授 

25 秋田 
  

男 一般教科（自然科学系） 教授 

26 秋田 
  

男 環境都市工学科 准教授 

27 秋田 
  

男 環境都市工学科 准教授 

28 秋田 
  

男 環境都市工学科 助教 

29 鶴岡 茨木 貴徳 いばらき たかのり 男 総合科学科 准教授 

30 鶴岡 田阪 文規 たさか ふみのり 男 総合科学科 講師 

31 鶴岡 小野寺 良二 おのでら りょうじ 男 機械工学科 助教 

 

（出展：総務課資料） 
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平成２５年３月１５日 

 

 

新規採用教員 各位 

 

 

                     鶴岡工業高等専門学校 

 

 

新規採用教員ガイダンスの実施について（ご案内） 

 

 

 このことについて、下記のとおりガイダンスを実施しますので、ご参加くだ

さいますようお願いします。 

 

 

記 

 

１．日時及び内容： 

平成２５年４月１日（月） 

     １３：００～１４：００  教務主事ガイダンス 

     １４：００～１５：００  学生主事ガイダンス 

     １５：００～１６：００  寮務主事ガイダンス 

     １６：００～１７：００  地域共同テクノセンター長ガイダンス 

 

  ２．場所： 

大会議室（１号館３階） 

 

 

 

なお、下記のとおり予定がございますので、予めご承知おき下さい。 

４月３日（水）１０：００～ 事務部オリエンテーション 

           １５：３０～ 第１回教員会議 
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教員ガイダンスの日程について

月日 午前

参加者

■平成２４年度採用教員

（※H２４採用者は、一部受講済みのものもあるため、案内をして、未受講の部分のみ参加いただく。）

物質工学科 平尾　彰子 助教

総合科学科 徳永慎太郎 助教

機械工学科 今野　健一 助教

■平成２５年４月１日採用教員

総合科学科 大西　宏昌 助教

機械工学科 末永　文厚 教授

機械工学科 當摩　栄路 教授

制御情報工学科 安田　新 准教授

制御情報工学科 金　帝演 助教

物質工学科 伊藤　滋啓 助教

（13:30～運営会議）

15:30～
4月３日（水 ）

10:00～

事務部
オリエンテーション

午後

13:00～14:０0

教務主事ガイダンス

14:00～15:00

学生主事ガイダンス

15:00～16:00
4月1日（月）

辞令交付
人事事務手続き

教員会議

寮務主事ガイダンス

16:00～17:00

テクノセンター長ガイダンス

 

（出典：総務課資料） 
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長期研究員派遣状況 

 

年 度 所属・職位 教員名 派遣先 派遣期間 

平成２０年度 総合科学科・准教授 鈴木 有祐 横浜国立大学 
平成２０年５月１日～ 

平成２１年２月２８日 

平成２２年度 総合科学科・准教授 野々村 和晃 大阪市立大学 
平成２２年５月１日～ 

平成２３年２月２８日 

平成２４年度 総合科学科・助教 木村 太郎 筑波大学 
平成２４年５月１日～ 

平成２５年２月２８日 

平成２５年度 
電気電子工学科・ 

准教授 
加藤 健太郎  群馬大学 

平成２５年５月１日～ 

平成２６年２月２８日 

平成１８年度 物質工学科・助教 南 淳 

ウィスコンシン

大学マジソン校

（米国） 

平成１８年３月２０日～ 

平成１９年３月１０日 

平成２０年度 物質工学科・助教 阿部 達雄  

インディアナ大

学ブルーミント

ン校（米国） 

平成２０年３月２１日～ 

平成２１年３月１５日 

 

                                                 高専間交流実績表

所属 職名　 氏名 期間 交流先高専名

平成18年4月1日
～

平成19年3月31日
徳山工業高等専門学校

教授 大河内　邦子

三村　泰成

平成21年4月1日
～

平成22年3月31日

平成22年4月1日
～

平成23年3月31日

香川高等専門学校

一関工業高等専門学校

総合科学科

総合科学科

制御情報工学科

准教授

准教授

加田　謙一郎
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平成 25 年 6 月 10 日 

 

人事交流についての記録―受入理由を中心にー 

 

     総合科学科（言語系・国語）大河内邦子 

 

・期間： 平成 21 年 4月～平成 22 年 3月（1年間） 

 

・人事交流先： 高松工業高等専門学校（平成 21 年 4 月～9月） 

       高度化再編による校名変更あり。 

       香川高等専門学校 高松キャンパス（平成 21 年 10 月～平成 22 年 3月） 

 

＊人事交流先の受入理由：  

希望する専門分野 教育 

希望する教員 どちらでも（高専・技科大） 

受入機関 応相談 

事業内容等 低学年を対象に社会人として備えておかなければならない基礎力（キャリア）の発達を促す

ことを目的とする。技術者としての能力だけでなく、社会性・人間性を育てることと進路を考え

るための教材を開発する。カリキュラム開発に意欲とアイデアのある方を希望する。 

 

・派遣先の受入理由に自己が該当する教員であると考え、派遣を希望した。当時、制御情報工学科 2 年の担

任をしており、鶴岡高専では低学年向けキャリア教育が行われていないことを憂慮していた。モデルケース

を学び、本高専にも取り入れる必要を痛感していた。 

 

・高松高専では、低学年向けキャリア教育平成 17 年度より「キャリア概論」が行われていた。1 年生から３

年生までの HR など各学年 10 時間をとり、3 年間で 30 時間「キャリア概論」を行い、1 単位を取得する方式

である。残念なことに、この「キャリア概論」を創設された鎌田弘教授は前年度に退職されており、これを

引き継がれた先生方からその主旨や具体的内容を学ぶことになった。その内容については、毎年改良が加え

られているが、平成 19 年度 3年生の例を挙げておく。（制御情報工学科 由良諭准教授 編） 

・3分間スピーチ 相互評価 

・日経ビジネスの特集記事を材料にしたグループ討論 （2 時間） 

・香川県の技術士 講演と対話            （2 時間） 

・学科の本よりテーマを選びグループ討論      （2 時間）  

・工場見学                     （2 時間） 
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・メンタルヘルス 簡易自己判断アンケート 

・3年生を終えて 感想の記述 

・高松高専での「キャリア概論」のカリキュラムは定着しており、学生が「キャリア概論」専用のファイル

を手にして、和やかに学習する姿を参観することができた。筆者は、これを発展させることを企図し、平成

21 年度「大学教育・学生支援推進事業」【テーマ B】学生支援推進プログラムに、「高専におけるソーシャ

ルスキル教育」の申請を一般教育科の長谷川隆教授とともに行ったが、取り上げられなかった。 

 

・10 月に入り、派遣校は高度化再編により香川高専と名称変更となった。筆者は、ACE2009 国際会議（開催

地 熊本市）において、“On Teaching Social Skills in Kosen”の題で発表を行った。一方、毎週 1 回、

キャリア教育を学ぶために神戸大学大学院人間発達環境学研究科の城仁士教授のゼミの聴講生として通うよ

うになった。「キャリア概論」のグループ討論で扱っていたものが、ビジネス書や学科所属の本であったこ

とを振り返り、教材開発を 

考えた。当時、旧詫間電波高専と旧高松高専は翌年のカリキュラムのすり合わせをしており、「キャリア概

論」は、旧高松高専の方式が採用されることに決まっていた。そこでは、旧両高専の教職員は互いに知り合

う必要があった。そこで、このためにも、また学生のためにも、各自の生き方を述べたエッセー集を編むこ

とを提案した。多くの教職員から賛同を受け、一部の教員からはプライバシーに関わるものとして執筆を拒

否されもした。結局、エッセー集『私の転機』は、校長はじめ 100 余名の教職員の協力を得ることが出来た。

その後、長谷川隆教授と筆者とで 3 ヶ月を要して編集した。 

 

・「キャリア概論」の 1年生向けサブテキストとして、また「国語表現」のサブテキストとしても使える『私

の転機』を上梓できたのは、平成 22 年 2 月であった。編集の途次、数編のエッセーを「国語表現」の試験問

題に前倒しで使用してみたが、学生の反応は概ね良好であった。 

 

・筆者は平成 22 年 4 月に本務校の鶴岡高専に戻ったが、キャリア教育を実践する機会はなく、翌平成 23 年

に機械工学科 1 年の担任になって『私の転機』を使った授業を HR で行うことが出来た。下記の 1年次の４が

それである。 

 平成 23 年度 1 年次 時間数  平成 24 年度 2 年次 時間数 

1 ○機械工学科 A教員研究スピーチ １ 6 ○専攻科生の勉強法・研究スピーチ １ 

2 ○機械工学科 B教員研究スピーチ １ 7 ○機械工学科 D教員研究スピーチ １ 

3 ○機械工学科 C教員研究スピーチ １ 8 ○E 教員(OB)卒業生の動向スピーチ １ 

4 

●目標・将来について 

『私の転機』※１を読んで 

学生のプレゼンテーション 

１ 9 

●目標・将来について 

『ものづくり日本大賞』※２を読んで 

学生のプレゼンテーション 

１ 

5 △校長との対話 １ 10 △学科長との対話 １ 

○=機械工学科教員の各人の研究、専攻科生の勉強法・研究に関するスピーチ→学生は Thank You Card を書く。 

●=情報処理科目担当の機械工学科教員によるパワーポイント作成の指導→学生は、これを使ってプレゼンテーションをする。 

△担任（国語科）による手紙文の指導→手紙文の返答という形で、学生に対し、校長・学科長とがそれぞれ対話をする時間を持 

つ。 
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この試みは、機械工学科と連携して 2 年にわたってキャリア授業として実施し、その経過報告を、高専機

構主催の平成 24 年度女性研究者研究交流会（平成 24 年 12 月 15 日）のポスターセッションで行った。人事

交流において学んだ内容が、漸く実を結んだと言える。 

 

・平成 25 年度、鶴岡高専においては、コープ教育の下部教育として低学年向けのキャリア教育が始められた。

筆者は、担当の神田和也教授から助言を求められて応じている。 

 

＊受入理由以外で記録しておきたいこと 

 

１．テクノマーケットでの発表（国語科教員として） 

  「コミュニケーショントレーニング」から「互いに影響し合うトレーニング」へ 

   ―人材育成のためのコミュニケーションー 

２．学生・教職員向け特別講座に女性講師招聘を提案（男女共同参画推進のため） 

   ホログラフィーアーティスト 石井勢津子氏 

３．公開講座の講師を務める（生涯学習に寄与） 

   「藤澤周平を読む」（第 1期･第 2期） 

   「周平作品の朗読ワークショップと交流朗読会」 

４．俳句・川柳の指導（1年生への文芸指導により下記の受賞あり。） 

    第 7 回 青春俳句大賞 高校生部門 入選 １（龍谷大学主催・文部科学省後援） 

    第 2 回 田辺聖子文学館ジュニア文学大賞 

        俳句部門 佳作 １ 

        川柳部門 佳作 １ 

       （大阪樟蔭女子大学田辺聖子文学館主催・文部科学省後援） 

 

                                      以上 

 

（出典：総務課資料） 
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授業の理解度平均の推移（授業改善アンケート結果） 

 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 FD委員会は授業改善アンケート，教育改善アンケート，授業参観研修会，外部講師によるFD講演会な

どのFD活動を実施している。また教員に対し，学生指導研修会，新任教員研修会，長期研究員の派遣等

も実施されており，教員の教育内容や教育方法の改善が行われている。   

以上により，FD活動が適切な方法で実施され，組織として教育の質の向上や授業の改善に結び付いて

いる。 

 

 

観点９－２－②： 教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組が適切に行われ

ているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，事務職員及び技術職員が教育支援を行っている（資料９－２－②－１）。事務職員及び技術

職員は各種研修会や講習会に積極的に参加している（資料９－２－②－２）。技術職員は，教育研究技術

支援センターに所属し（資料９－２－②－３），また毎年開催される技術発表会やシンポジウムなどで研

究成果を発表し，資質向上を図っている（資料９－２－②－４）。さらに，技術職員は研究活動活性化の

ため外部資金の獲得を目指し，科学研究費補助金の申請を行い，平成24年度は１名が採択されるなど職

務遂行能力を向上させている（資料９－２－②－５）。 
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鶴岡工業高等専門学校事務組織等規程（抜粋） 

制定昭和４１年４月１日 

最終改正平成２５年２月２８日 

第１章総則 

（目的） 

第１条この規程は、独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則第５条の２、独立行政法人

国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則第１０条、第１２条及び鶴岡工業高等専門学

校学則第１０条、第１１条の規定に基づき、鶴岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）の事務組

織及び事務分掌並びに技術職員の職制について必要な事項を定めることを目的とする。 

第２章事務組織 

（事務部） 

第２条本校に、本校の管理その他の事務を行わせるため、事務部を置く。 

２ 事務部にその所掌事務を分掌させるため、総務課、学生課及び企画室を置く。 

３ 課及び室に係を置く。 

 

（総務課） 

第１０条総務課に、総務係、人事係、図書情報係、財務係、用度係及び施設係を置く。 

４ 図書情報係においては、次の事務をつかさどる。 

（図書メディアセンター関係） 

一 図書メディアセンターの管理運営に関すること。 

二 図書メディアセンター資料の受入並びに整備及び保存等に関すること。 

三 図書メディアセンター資料の閲覧、帯出等利用に関すること。 

四 図書メディアセンターにおけるレファレンスサービス（検索指導、読書相談等）に関すること。 

五 文献の撮影及び複写に関すること。 

六 研究紀要に係る図書事務処理に関すること。 

七 物品及び役務の契約及び支出決議書の作成（支払いを除く。）に関すること。（図書情報係の所掌

に関するものに限る。） 

八 所掌事務に関する調査統計その他諸報告に関すること。 

九 その他図書等に関すること。 

（事務情報化関係） 

十 事務情報化の推進に係る連絡調整に関すること。 

十一 事務情報化に係る企画及び立案に関すること。 

十二 事務情報化システムの開発に関すること。 

十三 事務情報化システムの運用及び維持管理に関すること。 

十四 事務情報化システムの利用に係る知識及び技術の普及に関すること。 

十五 事務用電子計算機に係るデータ及びプログラムの保護に関すること。 
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十六 事務用電子計算機による事務処理のための調査、分析及び資料収集に関すること。 

十七 その他事務用電子計算機の利用に関すること。 

 

（学生課） 

第１１条学生課に、教務係、学生係及び寮務係を置く。 

２ 学生課に、学生課の所掌する事務を係の分掌を超えて共同で処理するため、係員で組織する学生課

グループを置くことができる。 

３ 学生課グループは、上司の命を受け、共同で処理することが適当とする分野の事務を処理する。 

４ 学生課グループの構成及び事務の内容は別に定める。 

５ 教務係においては、次の事務をつかさどる。 

一 学生課の事務に関し、総括し、連絡調整すること。 

二 学生厚生補導関係経費等の予算要求に関すること。 

三 入学者の選抜に関すること。 

四 入試システムの利用に関すること。 

五 教育課程の編成に関すること。 

六 教育方法に関すること。 

七 授業及び試験に関すること。 

八 学生の成績及び出欠席に関すること。 

九 学生指導要録その他学生の諸記録の整理保管に関すること。 

十 入学、退学、休学、復学、除籍及び卒業（修了）に関すること。 

十一 進級及び卒業（修了）の認定に関すること。 

十二 学生の身分、成績及び卒業（修了）等の証明に関すること。 

十三 指導要録に記録を要する諸届に関すること。 

十四 教科書及び教材に関すること。 

十五 学生の校外実習及び見学等に関すること。 

十六 ＪＡＢＥＥに関すること。 

十七 外国人留学生に関すること。 

十八 所掌事務に関する調査統計その他諸報告に関すること。 

十九 その他教務に関すること。 

６ 学生係においては、次の事務をつかさどる。 

一 学生の課外教育に関すること。 

二 学生会その他学生団体に関すること。 

三 奨学金及び入学料・授業料の減免、徴収猶予に関すること。 

四 学生の厚生施設及び厚生事業に関すること。 

五 学生の健康管理及び安全保持に関すること。 

六 学生の相談に関すること。 
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七 学生の就職指導及び斡旋に関すること。 

八 学生旅客運賃割引証及び通学証明書の発行に関すること。 

九 学生のアルバイトに関すること。 

十 独立行政法人日本スポーツ振興センターに係る共済給付契約及び給付金の支払請求 

に関すること。 

十一 学生の表彰及び懲戒に関すること。 

十二 所掌事務に関する調査統計その他諸報告に関すること。 

十三 その他学生の厚生補導に関すること。 

７ 寮務係においては、次の事務をつかさどる。 

一 学生寮の管理運営に関すること。 

二 入寮及び退寮に関すること。 

三 寮生の保健衛生及び栄養管理に関すること。 

四 寮生の給食等に関すること。 

五 所掌事務に関する調査統計その他諸報告に関すること。 

六 その他寮生の厚生補導に関すること。 

 

第４章技術職員 

（技術長） 

第１３条技術長は、技術専門員、技術班長、技術専門職員及び技術職員の業務を統括するとともに、各

班の連絡調整及びセンター職員の研修に関する業務を行う。 

（技術専門員） 

第１４条技術専門員は、極めて高度の専門的な知識、技術を必要とする業務を処理する。 

（技術専門職員） 

第１５条技術専門職員は、高度の専門的な知識、技術等を必要とする業務を処理する。 

（技術職員） 

第１６条技術職員は、専門的な知識、技術等を必要とする業務を処理する。 

 

（出典：規程集） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 




